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SRAM（Static Random Access Memory）�フリップフロップ回路を使ってデータ
を記憶する揮発性のメモリ．DRAMと違ってリフレッシュ動作が必要なく，高速
動作が可能．小規模マイコン・システムのメイン・メモリなどによく利用される．
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本章では，付録マイコン基板のハードウェアについ

て解説します．また，付録マイコン基板にコネクタや

ピン・ヘッダなどを追加することによって，実験やプ

ログラムのダウンロードなどの作業を行いやすくして

おきます．

● 付録マイコン基板の回路

付録マイコン基板の回路を図1に示します．コネク

タ類およびバックが赤色の部品は実装されていません．

基 本 的 に は ， 2 8 ピ ン S O I C パ ッ ケ ー ジ の

dsPIC30F2012（30 MHz版）を40ピンDIPに変換する

基板に，簡易型のRS－232－C（シリアル・ポート）受

信インターフェース回路，2個のLED，スライド・ス

イッチ（動作モード切り替え用）とプッシュ・スイッチ

を載せただけの構成です．

搭載しているdsPIC30F2012 は最高動作周波数

12 0 MHz 版のものです（他に 80 MHz 版あり）．

dsPIC30F2012のすべてのピンはそのまま40ピンDIP

形状の基板の端子部分に引き出されています．

内蔵メモリ容量はフラッシュ・メモリが12 Kバイト

（4096命令），SRAMが1024バイトです．フラッシ

ュ・メモリがプログラム・メモリ，SRAMがデー

タ・メモリになります．プログラム・メモリのうち

1.5 Kバイト（512命令）はブートローダが占有していま

す．フラッシュ・メモリの書き換え回数の保証値は1

万回，平均的な実力は10万回程度です．実用上，書

き換え回数は無制限と考えても問題ないでしょう．

dsPIC30F2012の内蔵フラッシュ・メモリには，ブ

ートローダおよび動作テスト用プログラムを書き込み

済みです．ブートローダを使って新たなユーザ・プロ

グラムのダウンロード/書き込みをすると，動作テス

ト用プログラムは消去/上書きされます（ブートローダ

を使って付録CD－ROMに収録されている動作テスト

用プログラムの再書き込みは可能）．

ブートローダを使わずに，書き込み器を使って

付録マイコン基板のハードウェア

dsPIC30F2012内蔵フラッシュ・メモリに書き込みを

行ったときには，ブートローダも動作テスト用プログ

ラムも消去されます．その場合でも，書き込み器を使

って付録CD－ROMに収録されているブートローダを

再書き込みすることができます．

dsPIC30F2012の動作クロックには内蔵のRCオシ

レータを用いているので，基板には水晶振動子や水晶

発振器は実装していません．動作クロック周波数は

117.92 MHzですが，±2％程度の周波数誤差があり

ます（RCオシレータは水晶発振器なみの精度はない）．

動作電源電圧は4.5～5.5 Vです．4.5 V以下ではプ

ログラム書き込みができません．いったんプログラム

を書き込んだ付録マイコン基板は（クロック周波数

30 MHzでの動作保証範囲外ではあるものの），電源

電圧4 V以下でも十分に動作するようです．基板単体

での消費電流は100 mA程度です．

R1，D1（4.7 Vの定電圧ダイオード），IC2（インバー

タ）は簡易型のRS－232－C受信インターフェース回路

です．IC2はシングル・ゲートのシュミット・トリガ

入力インバータで，標準CMOSロジックの74HC14

相当のものです．

dsPIC30F2102の11番ピン（ポートRC13）につなが

っているLED点灯回路は少し見慣れない形かもしれ

ませんが，図2のように点灯モードを切り替えること

ができます．数十～数百Hz程度の周期でRC13の出

力をHigh/Low交互に切り替えれば，赤と緑のLED

が同時に点灯しているように見えます．

● 基板の構成

写真1が基板の上面/下面の外観です．40ピンDIP

パッケージのICよりも少し大きい程度に収まってい

ます．基板サイズの制約のため，部品番号は一部しか

シルク印刷されていません．

端子部分（CNB，CNC取り付けパターン）には電源/

グラウンド・ピンのマークが付いています．グラウン

ド・ピン（GND）は□印，電源ピン（5 V）は○印でかこ

ってあります．

第3章　コネクタやピン・ヘッダを
追加して使いやすくする

付録マイコン基板の
ハードウェアと拡張方法

山口 晶大
Akio Yamaguchi
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チョーク・コイル�電流のノイズを除去し，平坦な信号に変えるためのコイル．
整流回路では，直流のみを通し，交流を通さないようにしたコイルをいう．
EMI対策用の部品に，コモン・モード・チョーク・コイルがある．

2007年8月号
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